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「
第
６
次
益
田
市
総
合
振
興
計
画
」
の
７
つ
の

基
本
目
標
に
沿
っ
た
令
和
７
年
度
に
取
組
む

主
要
な
施
策

◆ 令和 7 年度　施政方針 ◆

益田市版 SDGs は、
すべての事業・取組に
共通する要素だよ！

　

２
月
26
日
～
３
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
第

５
６
9
回
益
田
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
山

本
市
長
が
表
明
し
た
令
和
7
年
度
施
政
方
針

の
一
部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

施
政
方
針
に
は
、
新
年
度
の
市
政
運
営
の
考

え
と
、主
要
な
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
施
政
方
針
の
全
文
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

【
は
じ
め
に
】　

 

※
一
部
抜
粋

　

昨
今
の
地
方
行
政
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い

て
は
、
国
内
の
多
く
の
地
方
で
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
に
よ
り
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
担

い
手
不
足
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
ま
た
、
全
国

的
な
傾
向
と
し
て
自
然
災
害
の
頻
発
化
と
激
甚

化
が
顕
著
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
地
球
全
体
の
気

温
も
年
々
上
昇
す
る
な
ど
、
総
じ
て
深
刻
の
度

を
増
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

一
方
で
、
本
市
に
お
け
る
直
近
の
状
況
及
び

見
通
し
に
つ
い
て
は
、
明
る
い
兆
し
が
数
多
く

あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

例
え
ば
、
高
津
川
が
清
流
日
本
一
に
返
り
咲

い
た
こ
と
、「
第
31
回
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
益
田

大
会
」
が
事
前
の
予
想
を
上
回
る
多
く
の
来
場

者
を
得
た
こ
と
、
萩
・
石
見
空
港
の
東
京
線
２

往
復
運
航
継
続
と
大
阪
線
運
航
期
間
拡
大
が
決

定
し
た
こ
と
、「
益
田
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
」
の
地
理

的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
登
録
が
実
現
し
た

こ
と
な
ど
は
、
関
係
者
の
長
年
の
努
力
の
成
果

と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
友
好
交
流
都
市
で
あ
る
中
国
寧
波
市

ま
ち
の
将
来
像

　
　「
ひ
と
が
育
ち
　
輝
く
ま
ち
　
益
田
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
実
現
に
向
け
て

令
和
7
年
度

施 
政 
方 

針

へ
の
公
式
訪
問
を
通
じ
て
一
層
の
親
善
促
進
の

意
思
を
相
互
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
益
田

市
観
光
協
会
が
川
崎
市
観
光
協
会
及
び
石
垣
市

観
光
交
流
協
会
と
連
携
協
定
を
締
結
し
た
こ
と

で
、
新
た
な
交
流
の
可
能
性
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
当
地
域
に
お
け
る
観
光
地
域
づ

く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
で
あ
る
「
一
般
社
団
法

人
ま
す
だ
プ
ラ
イ
ド
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
や
益

田
川
左
岸
南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
実

施
主
体
と
な
る
組
合
が
設
立
さ
れ
、
山
陰
道
三

隅
・
益
田
道
路
と
都
市
計
画
道
路
元
町
人
麿
線

高
津
工
区
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
中
に
開

通
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
発
展
の

潜
在
要
素
が
更
に
引
き
出
さ
れ
る
も
の
と
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

以
上
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
令
和
７
年
度
の
市

政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、「
地
域
の
潜
在
力
を
活

か
し
た
持
続
可
能
な
発
展
」
を
目
指
す
こ
と
と

し
、
次
の
４
点
を
重
点
方
針
と
し
ま
す
。

4
つ
の
重
点
方
針

◦
中
山
間
地
域
振
興
と
交
通
確
保

　

中
山
間
地
域
に
お
け
る
生
活
機
能
の
維

持
に
向
け
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
最
適
バ

ラ
ン
ス
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
官
民
連
携

お
よ
び
近
隣
自
治
体
等
と
の
連
携
に
よ
り

公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
を
図
る
。

◦
観
光
と
交
流
の
更
な
る
推
進

　

歴
史
・
文
化
・
産
業
等
の
資
源
、
海
外
か

ら
の
観
光
客
の
増
加
や
大
阪
・
関
西
万
博
の

開
催
と
い
う
好
機
、
機
運
の
高
ま
り
を
活
か

し
、
観
光
と
交
流
に
関
す
る
取
組
を
積
極
的

に
講
じ
る
。

子
育
て
に
や
さ
し
く
、
誰
も
が

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

1
基本目標▼

相
談
支
援
に
つ
い
て

福
祉
環
境
部
内
に
「
総
合
支
援
課
」
を
新
設
し
、

こ
ど
も
・
障
が
い
者
・
高
齢
者
・
生
活
困
窮
者
と

い
っ
た
複
雑
化
し
た
課
題
を
抱
え
る
人
や
世
帯

に
対
し
、
重
層
的
な
相
談
支
援
を
行
う

▼
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
つ
い
て

直
接
的
・
二
次
的
な
被
害
に
対
す
る
迅
速
か
つ
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
行
う

▼
こ
ど
も
施
策
に
つ
い
て

   

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、

「
益
田
市
こ
ど
も
計
画
」
に
基
づ
く
取
組
を
実
施

▼
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

  

・  

保
護
者
が
安
心
し
て
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で

き
る
環
境
を
維
持

  

・  

支
援
を
必
要
と
す
る
事
案
の
早
期
把
握
に
努

め
、
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の
相
談
支
援
を
一

体
的
に
行
う

◦
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
力
の

活
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
冷
暖

房
使
用
と
ク
ー
ル
ビ
ズ
・
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の

通
年
化
を
一
層
推
進
す
る
。

◦
益
田
市
型
中
高
一
貫
教
育
の
推
進

　

県
内
高
等
教
育
機
関
や
市
内
高
等
学
校

な
ど
と
連
携
し
、
学
力
育
成
と
高
等
学
校
卒

業
後
の
選
択
肢
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
よ

り
魅
力
的
な
教
育
環
境
の
実
現
を
目
指
す
。
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・  
新
た
に
５
歳
児
を
対
象
に
健
康
診
査
を
行
う

  

・  
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
る
不
妊
治
療
に
対
す

る
助
成
制
度
を
拡
充

▼
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

 「
第
２
次
益
田
市
健
康
増
進
計
画
」
の
取
組
に

つ
い
て
、
中
間
評
価
と
見
直
し
を
行
う

▼
地
域
医
療
に
つ
い
て

医
療
機
関
と
の
連
携
を
更
に
深
め
な
が
ら
、
医

療
従
事
者
の
確
保
を
図
る

▼
人
権
・
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

  

・  「 

益
田
市
差
別
の
な
い
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く

り
条
例
」
を
周
知
す
る
記
念
事
業
を
実
施

  

・  「
第
５
次
益
田
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」を
策
定

ふ
る
さ
と
を
想
う
心
に

あ
ふ
れ
た
人
が
育
つ
ま
ち

2
基本目標▼

未
来
の
担
い
手
育
成
に
つ
い
て

「
対
話
プ
ラ
ス
」
や
「
学
校
を
核
と
し
た
地
域

づ
く
り
」
な
ど
を
通
じ
て
、
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
積
極
的
に
展
開

▼
益
田
市
型
中
高
一
貫
教
育
に
つ
い
て

  

・ 

市
内
高
校
魅
力
化
に
対
す
る
支
援
の
継
続

  

・  

島
根
大
学
・
島
根
県
立
大
学
・
松
江
工
業
高
等

専
門
学
校
等
と
の
連
携

  

・ 

中
高
連
携
学
力
育
成
推
進
事
業
の
充
実

▼�「
新
し
い
学
び
の
カ
タ
チ
」の
取
組
に
つ
い
て

児
童
・
生
徒
に
貸
与
し
て
い
る
端
末
機
器
の
更

新
と
有
効
活
用

▼
学
校
給
食
に
つ
い
て

  

・  

給
食
費
の
改
定
に
伴
い
、激
変
緩
和
策
を
実
施

  

・ 

地
元
食
材
の
提
供
を
引
き
続
き
支
援

▼「
益
田
市
奨
学
金
」
に
つ
い
て

貸
付
金
一
部
返
還
免
除
制
度
の
継
続
と
全
額

免
除
制
度
の
創
設

▼
戸
田
小
学
校
に
つ
い
て

令
和
８
年
４
月
の
移
転
に
向
け
た
準
備
を
進

め
る

▼
岩
本
薫（
本
因
坊
薫
和
）に
つ
い
て

棋
戦
「
岩
本
薫
記
念
益
田
杯
」
の
決
勝
戦
を
誘
致

▼�

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
つ
い
て

効
果
的
で
効
率
的
な
大
会
運
営
に
向
け
、
運
営

組
織
の
設
立
準
備
に
着
手

産
業
・
観
光
振
興
に
よ
る

活
力
の
あ
る
ま
ち

3
基本目標▼

農
業
に
つ
い
て

  

・  
生
産
振
興
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、農
業
の
担

い
手
確
保
や
育
成
、
農
業
施
設
の
整
備
、
鳥
獣

被
害
対
策
な
ど
に
取
組
む

  

・  「
益
田
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
」の
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）

保
護
制
度
登
録
を
市
の
農
産
物
全
体
の
認
知

度
向
上
や
販
路
拡
大
に
も
つ
な
げ
る

  

・  「
益
田
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
の
見
直
し

  

・  

益
田
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を
推
進

▼
林
業
に
つ
い
て

  

・  

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た「
広
葉
樹
活
用

拡
大
事
業
」
の
実
施

  

・  

木
工
や
林
業
体
験
を
通
し
た
姉
妹
都
市
や
交

流
都
市
等
と
の
相
互
連
携
を
進
め
る

▼
水
産
業
に
つ
い
て

  

・  

安
定
し
た
漁
場
の
確
保
と
生
産
性
の
向
上
を

図
る

  

・  

漁
港
施
設
等
の
適
切
な
保
全
を
行
う

▼
商
工
業
に
つ
い
て

  

・  

製
造
業
や
Ｉ
Ｔ
産
業
の
担
い
手
と
な
る
理
系

人
材
の
育
成

  

・  

新
規
創
業
の
た
め
の
無
料
相
談
窓
口
や「
新
事

業
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
」に
よ
る
支

援
を
継
続

  

・  

Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
環
境
の
整
備
と
Ｉ
Ｔ
産
業

の
集
積
を
目
指
し
た「
デ
ジ
タ
ル
産
業
振
興
事

業
」
に
取
組
む

▼
観
光
振
興
に
つ
い
て

「
一
般
社
団
法
人
ま
す
だ
プ
ラ
イ
ド
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
」
と
連
携
し
、
更
な
る
誘
客
と
消
費
拡

大
を
図
る

▼
中
世
益
田
の
日
本
遺
産
に
つ
い
て

  

・  

令
和
８
年
度
の
認
定
継
続
審
査
に
向
け
、一
層

の
事
業
推
進
を
図
る

  

・  

課
題
を
整
理
し
、新
た
な
活
性
化
計
画
を
策
定

  

・  

市
立
歴
史
文
化
交
流
館
「
れ
き
し
ー
な
」
を
拠

点
と
し
た
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
や
商
品
開
発

▼
石
見
神
楽
の
振
興
に
つ
い
て

  

・  

島
根
県
、
圏
域
自
治
体
、
関
係
団
体
等
と
連
携

し
て
誘
客
を
図
る

  

・  「
石
見
神
楽
を
活
用
し
た
観
光
振
興
・
次
世
代

育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
組
む

▼
自
転
車
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

関
係
団
体
と
一
体
と
な
っ
て
取
組
を
推
進

▼
国
内
の
交
流
に
つ
い
て

交
流
活
動
を
継
続
し
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口

の
拡
大
を
図
る

▼
国
際
交
流
に
つ
い
て

  
・  
引
き
続
き
中
国
寧
波
市
と
の
友
好
関
係
を
深

め
る

  

・ 

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
の
交
流
を
進
め
る

ひ
と
・
も
の
・
情
報
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
た
ま
ち

4
基本目標▼

萩
・
石
見
空
港
に
つ
い
て

関
係
者
と
一
体
と
な
っ
て
利
用
促
進
に
取
組
む

▼
鉄
道
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
た
利
用
促
進
に
努
め

る
▼
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

  

・  

全
て
の
当
事
者
の
理
解
と
賛
同
が
得
ら
れ
る

よ
う
最
大
限
努
め
な
が
ら
対
応
を
検
討

  

・  

政
策
企
画
局
内
に
「
交
通
対
策
課
」
を
新
設

▼
山
陰
道
に
つ
い
て

  

・  

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
高
速
道
路
の
整

備
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
取
組
を
促
進

  

・  

事
業
中
区
間
の
整
備
促
進
、
国
道
９
号
の
事
前

通
行
規
制
区
間
の
抜
本
的
対
策
に
向
け
、
引
き

続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
要
望
活
動
を
実
施

  

・  

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
90
の
全
線
整
備
と
都
市
計

画
道
路
元
町
人
麿
線
吉
田
工
区
の
早
期
整
備

に
向
け
、
地
元
同
盟
会
と
連
携
し
島
根
県
に
働

き
か
け
る

▼
市
道
に
つ
い
て

緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
改
良
、
修
繕
を
実
施

▼
地
域
情
報
通
信
基
盤
に
つ
い
て

業
務
の
簡
素
化
・
効
率
化
を
図
り
、
安
定
的
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
継
続
で
き
る
よ
う
民
間
移
行

を
進
め
る安

全
で
快
適
な
環
境
で

暮
ら
せ
る
ま
ち

5
基本目標▼�

益
田
川
左
岸
南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て

  

・  

円
滑
な
事
業
推
進
に
向
け
た
技
術
的
な
支
援

  

・  

都
市
計
画
道
路
中
吉
田
中
須
線
と
都
市
計
画
公

園
中
吉
田
公
園
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る

▼
地
籍
調
査
に
つ
い
て

公
共
事
業
や
防
災
に
関
連
す
る
箇
所
を
優
先
し

な
が
ら
着
実
に
実
施
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

  

市
政
策
企
画
課　

☎
31
・
０
１
２
１

【
お
わ
り
に
】　 

※
一
部
抜
粋

　

35
年
ぶ
り
の
山
陰
出
身
の
内
閣
総
理
大
臣
で

あ
る
石
破
茂
首
相
は
、
令
和
７
年
１
月
24
日
の

施
政
方
針
演
説
に
お
い
て
、「
地
方
創
生
２
．０
」

を
「
令
和
の
日
本
列
島
改
造
」
と
位
置
づ
け
、

か
つ
て
国
家
や
企
業
が
主
導
し
た
「
強
い
日

本
」
と
「
豊
か
な
日
本
」
に
加
え
、
こ
れ
か
ら

は
一
人
一
人
が
主
導
す
る
「
楽
し
い
日
本
」
を

目
指
す
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
政
策
の
第
１
の
柱
を

「
若
者
や
女
性
に
も
選
ば
れ
る
地
方
」
と
し
、若

者
や
女
性
が
「
楽
し
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
新

し
い
出
会
い
や
気
づ
き
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る

夢
や
可
能
性
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
益
田
市
二
十
歳
の
集
い
に
お
け

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
「
一
度
は
益
田

以
外
の
場
所
で
暮
ら
し
た
と
し
て
も
い
つ
か
は

益
田
で
暮
ら
し
た
い
」「
益
田
に
は
魅
力
的
な
大

人
が
多
い
」
と
回
答
す
る
若
者
の
割
合
が
、
近

年
は
高
い
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
ま
た
実
際

に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
益
田
管
内
の
高
等
学
校
卒
業

者
の
地
元
企
業
就
職
率
が
伸
び
て
き
て
い
る
な

ど
、
就
業
や
起
業
の
た
め
に
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
し
た

若
い
方
々
の
意
欲
的
な
活
動
が
様
々
な
地
域
や

分
野
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
本
市
が
「
若
者
や
女
性
に
も
選

ば
れ
る
地
方
」
と
な
る
た
め
に
も
、
引
き
続

き
、
市
民
の
幸
福
の
実
現
を
最
大
の
目
的
と

し
、「
対
話
と
協
調
」
を
重
視
す
る
姿
勢
を
堅

持
し
な
が
ら
、
市
政
運
営
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

◆ 令和 7 年度　施政方針 ◆

▼
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

  
・  
危
険
ま
た
は
利
活
用
が
困
難
な
空
き
家
の
除

却
を
支
援

  

・  
空
き
家
問
題
に
関
す
る
相
談
や
啓
発
活
動
を

進
め
る

▼
脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行
に
つ
い
て

  

・  

公
共
施
設
の
照
明
の
更
な
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
公

用
車
の
次
世
代
自
動
車
へ
の
切
り
換
え
を
進

め
る

  

・  Terra C
h

arge

㈱
と
の
連
携
協
定
に
基
づ

き
、Ｅ
Ｖ
充
電
ス
タ
ン
ド
設
置
の
取
組
を
民
間

へ
も
拡
げ
る

  

・  

ク
ー
ル
ビ
ズ
・
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
通
年
化
を
推

進
し
、
冷
暖
房
の
適
切
な
使
用
に
つ
な
げ
る

▼�

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
に

つ
い
て

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
創
設

▼�

水
道
事
業
に
つ
い
て

緊
急
度
・
優
先
度
の
高
い
水
道
施
設
の
耐
震

化
・
更
新
を
実
施

▼
汚
水
処
理
対
策
に
つ
い
て

  

・  

中
心
市
街
地
に
お
け
る
公
共
下
水
道
の
汚
水

管
路
整
備
と
既
存
の
農
業
集
落
排
水
施
設
の

機
能
維
持
を
図
る

  

・  

公
共
汚
水
処
理
区
域
外
の
地
域
に
お
け
る
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
へ
の
支
援

人
と
人
が
つ
な
が
り
、

支
え
合
う
ま
ち

6
基本目標▼�「�(

仮
称)

益
田
市
中
山
間
地
域
振
興

　

基
本
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て

令
和
７
年
９
月
を
目
途
に
策
定
を
進
め
、
こ
れ

に
基
づ
く
取
組
を
実
施

▼
移
住
・
定
住
促
進
に
つ
い
て

  

・  

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
の
改
修
費
用
に
対

す
る
助
成
を
拡
充

  

・  

こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
高
卒
生
や
地
元
企

業
と
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
、新
た
に
「
若
者

還
流
・
定
着
推
進
事
業
」
を
実
施

▼
防
災
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
、
島
根
県
お
よ

び
流
域
３
市
町
に
お
い
て
「
高
津
川
総
合
水
防

演
習
」
を
共
同
開
催

▼
消
防
団
に
つ
い
て

  

・  

常
備
消
防
と
の
連
携
訓
練
等
を
実
施
し
、災
害

対
応
能
力
の
向
上
を
図
る

  

・  

国
や
県
と
連
携
し
た
広
報
お
よ
び
勧
誘
に
よ

り
団
員
の
確
保
を
図
る

  
・  
消
防
車
両
や
消
防
水
利
施
設
の
年
次
計
画
に

基
づ
い
た
更
新
と
整
備

健
全
で
開
か
れ
た
行
財
政

運
営
が
行
わ
れ
る
ま
ち

7
基本目標▼「

第
６
次
益
田
市
総
合
振
興
計
画
」

　

に
つ
い
て

実
施
施
策
の
効
果
検
証
を
行
い
、「
後
期
基
本

計
画
」
の
策
定
お
よ
び
「
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生　

益
田
市
総
合
戦
略
」
の
改
定
作

業
を
進
め
る

▼
広
島
広
域
都
市
圏
に
つ
い
て

圏
域
内
自
治
体
と
連
携
し
、
地
域
活
性
化
や
産

業
・
経
済
の
活
力
増
進
な
ど
を
目
的
と
し
た
取

組
を
進
め
る

▼
広
報
・
広
聴
の
一
元
化
に
つ
い
て

政
策
企
画
課
広
報
係
の
担
務
を
秘
書
課
に
移

管
し
「
秘
書
広
報
課
」
に
改
称
し
た
う
え
で

「
広
報
広
聴
室
」
を
新
設

▼
広
報
に
つ
い
て

  

・  

施
策
の
周
知
の
み
な
ら
ず
、
移
住
・
定
住
の
促

進
や
災
害
時
の
通
信
手
段
の
確
保
も
図
る

  

・  

従
来
の
媒
体
に
加
え
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も

積
極
的
に
活
用

▼
広
聴
に
つ
い
て

  

・  

各
部
局
の
主
要
施
策
を
説
明
し
、市
民
と
活
発

に
意
見
交
換
を
行
う
「
市
政
懇
談
会
」
を
開
催

  

・  

広
聴
の
手
段
を
積
極
的
に
周
知
し
、
活
用
を

促
進

▼
ふ
る
さ
と
寄
附
に
つ
い
て

返
礼
品
の
充
実
に
努
め
、
歳
入
確
保
と
産
業
振

興
を
図
る

▼�

地
方
創
生
応
援
税
制（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
）に
つ
い
て

地
域
貢
献
度
の
高
い
事
業
を
提
示
し
、
官
民
連

携
に
よ
る
地
方
創
生
を
推
進

▼
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

  

・  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た
行
政
手
続

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
に
よ
り
、市
民
の
利
便
性

向
上
と
内
部
業
務
の
効
率
化
を
推
進

  

・  

条
例
や
規
則
等
に
含
ま
れ
る
ア
ナ
ロ
グ
規
制

の
点
検
・
見
直
し
を
進
め
る

  

・  

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
基
盤
へ
移
行
し
、
行
政
運
営

の
簡
素
化
・
効
率
化
を
図
る

▼
内
部
統
制
制
度
に
つ
い
て

全
庁
に
共
通
す
る
事
務
処
理
に
対
し
て
重
点

的
に
実
施
し
、
事
務
執
行
の
一
層
の
適
正
化
に

つ
な
げ
る


